
十
四
日
午
後
十
一
時
に
郷
社

を
出
発
し
た
バ
ス
は
一
路
、
静

岡
県
御
殿
場
へ
。
翌
朝
、
午
前

八
時
半
か
ら
須
走
の
浅
間
神
社

で
安
全
祈
願
。
午
前
十
時
か
ら

登
山
道
に
入
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
体
力
に
応
じ
た
ペ

ー
ス
で
登
り
、
五
～
六
時
間
を

か
け
て
こ
の
日
に
宿
泊
す
る
八

合
目
の
山
小
屋
、
胸
突
江
戸
屋

へ
到
着
し
た
。
夕
食
後
、
寝
床

に
入
っ
て
み
る
も
の
の
、
一
人

当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
幅
４
０

㎝
程
度
と
あ
っ
て
、
身
動
き
が

と
れ
ず
口
々
に
「
寝
ら
れ
る
の

か
？
」
。
し
か
も
午
前
一
時
頃

ま
で
は
仮
眠
客
の
出
入
り
が
あ

る
た
め
、
実
際
に
寝
ら
れ
る
の

は
深
夜
過
ぎ
て
か
ら
。
大
混
雑

の
山
小
屋
の
現
実
に
驚
く
参
加

者
も
い
た
。

翌
日
は
快
晴
。
午
前
六
時
に

山
小
屋
を
出
発
し
、
約
二
時
間

で
山
頂
へ
。
眺
望
を
楽
し
み
な

が
ら
の
お
鉢
巡
り
に
は
一
時
間

半
を
要
し
た
。
ひ
と
休
み
し
て

大
砂
走
り
と
呼
ば
れ
る
砂
道
が

続
く
御
殿
場
口
五
合
目
へ
約
四

時
間
で
下
る
。
入
浴
と
夕
食
を

済
ま
せ
て
一
路
井
原
へ
。
十
七

日
午
前
二
時
半
、
全
員
無
事
に

帰
着
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
七
月
十
五
日
、
倉

掛
公
民
館
で
交
流
会
を
開
き
、

約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

川
相
肇
代
表
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
中
国
電
力
ホ
ー
ム
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
三
宅
講
師
が
、

節
電
や
電
化
ラ
イ
フ
の
安
全
性

と
経
済
性
に
関
す
る
説
明
を
行

っ
た
。

メ
イ
ン
の
マ
イ
カ
ッ
プ
作
り

は
、
中
国
電
力
が
用
意
し
た
白

地
の
磁
器
カ
ッ
プ
に
花
模
様
な

ど
の
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
、
裏

に
名
前
を
書
く
と
出
来
上
が

り
。作

業
終
了
後
、
役
員
手
作
り

の
柏
餅
が
振
る
舞
わ
れ
る
と
参

加
者
ら
は
「
美
味
し
い
。
上
品

な
味
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
て

い
た
。
マ
イ
カ
ッ
プ
は
窯
で
焼

か
れ
、
七
月
下
旬
に
皆
の
手
元

へ
届
い
た
。

木
之
子
中
学
校
格
技
場
で
七

月
九
日
、
市
内
の
中
学
体
育
教

師
を
対
象
と
し
た
柔
道
講
座
が

開
か
れ
、
男
女
十
人
の
先
生
が

受
講
し
た
。

指
導
に
は
、
か
つ
て
国
士
舘

大
学
柔
道
部
で
活
躍
し
た
倉
掛

八
組
藤
井
接
骨
院
の
藤
井
邦
昭

院
長
と
、
女
子
格
闘
家
の
長
女

惠
さ
ん
親
子
が
当
た
っ
た
。

藤
井
院
長
は
柔
道
の
歴
史

や
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る

基
本
を
説
き
、
次
い
で
木
之
子

中
学
柔
道
部
員
が
身
を
護
る
た

め
に
必
要
な
受
け
身
の
手
本
を

示
す
と
、
体
育
教
師
ら
も
真
剣

な
表
情
で
稽
古
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
（
写
真
上
＝
藤
井
邦
昭

さ
ん

写
真
右
下
＝
総
合
格
闘

家
の
藤
井
惠
さ
ん
）

井
原
学
区
の
少
年
団
対
抗
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が
六

月
二
十
九
日
、
井
原
小
学
校
で

開
か
れ
、
倉
掛
は
Ａ
Ｂ
２
チ
ー

ム
が
出
場
。
両
チ
ー
ム
は
好
プ

レ
ー
を
連
発
し
て
共
に
一
勝
一

敗
で
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
順
位
決
定

戦
に
臨
ん
だ
が
、
途
中
か
ら
の

降
雨
で
す
べ
て
の
試
合
が
打
ち

切
ら
れ
る
事
態
に
。

結
果
、
各
育
成
会
長
が
協
議

し
、
秋
に
も
う
一
度
試
合
を
行

う
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

育
成
会
の
黒
崎
英
夫
会
長
は

「
練
習
の
成
果
を
十
分
に
出
し

て
、
良
い
試
合
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
」
と
、
団
員
の
健
闘
を

讃
え
て
い
た
。

地
域
住
民
に
よ
っ
て
独
居
老

人
や
障
害
者
を
見
守
ろ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
国
、
県
、
市
、

地
域
で
一
斉
に
始
ま
っ
た
。

八
月
九
日
に
は
倉
掛
公
民
館

で
説
明
会
が
開
か
れ
、
関
係
す

る
自
治
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

井
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
川
相
会
長
や
大
坪
・
渡
辺
両

民
生
児
童
委
員
は
「
行
政
が
行

う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
限
界
が

あ
る
。
住
民
の
力
を
お
借
り
し

て
近
く
の
お
年
寄
り
を
見
守
る

体
制
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
」

と
述
べ
、
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。具

体
的
に
は
組
内
の
独
居
老

人
ら
を
自
治
会
長
が
定
期
的
に

訪
問
し
、
異
常
を
感
じ
た
場
合

な
ど
に
は
民
生
児
童
委
員
を
通

し
て
市
へ
連
絡
す
る
シ
ス
テ

ム
。
早
け
れ
ば
九
月
か
ら
実
施

の
見
通
し
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 平成20年８月27日発行 第70号

〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 川 相 益 一
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倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

倉
掛
山
岳
同
好
会
（
森
吉
生
会
長
）
の
十
一
人
が
八
月
十

五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
富
士
登
山
に
挑
戦
し
、
一
般
参

加
者
十
一
人
と
共
に
全
員
が
無
事
頂
上
に
立
っ
た
。

倉掛山岳同好会

サ
ロ
ン

あ
す
は

模様入りのシールを貼ると出来上がり

倉掛少年団



倉
掛
少
年
団
（
田
原
博
己
団

長
）
と
同
育
成
会
（
黒
崎
英
夫

会
長
）
が
七
月
二
十
六
日
か
ら

一
泊
二
日
の
日
程
で
キ
ャ
ン
プ

を
行
っ
た
。
場
所
は
歴
史
を
今

に
伝
え
る
福
山
市
鞆
の
浦
の
仙

酔
島
キ
ャ
ン
プ
場
。

一
行
は
午
前
十
時
に
郷
社
を

出
発
し
、
約
一
時
間
で

鞆
の
浦
へ
到
着
。
さ
っ

そ
く
フ
ェ
リ
ー
で
対
岸

の
仙
酔
島
へ
。
昼
食
後

は
待
ち
に
待
っ
た
海
水

浴
。
プ
ー
ル
と
は
ひ
と

味
違
っ
た
開
放
感
を
満

喫
し
た
。
午
後
四
時
か

ら
は
夕
食
の
準
備
に

取
り
掛
か
っ
た
。
大

人
は
聞
か
れ
た
こ
と

に
は
答
え
る
が
、
調

理
に
は
手
を
出
さ
な

い
方
針
。
そ
れ
で
も

団
員
た
ち
は
何
と
か
班
ご
と

に
調
理
を
終
え
て
美
味
し
い

カ
レ
ー
が
出
来
上
が
り
、
全

員
で
「
い
た
だ
き
ま
ー

す
」
。

夕
日
が
落
ち
る
頃
に
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
が
始
ま
り
、

各
班
の
出
し
物
や
ア
マ
チ
ュ

ア
音
楽
家
・
倉
橋
一
郎
さ
ん

の
「
散
歩
」
「
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
」
、
川
上
康
宏
さ

ん
の
「
羞
恥
心
」
「
キ
セ
キ
」

な
ど
の
歌
で
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
日
も
暑
い
一
日
と
な
っ
た

が
、
塩
作
り
や
水
鉄
砲
作
り
を

体
験
。
倉
掛
へ
は
午
後
四
時
頃

帰
着
し
、
夏
休
み
の
最
大
イ
ベ

ン
ト
を
無
事
に
終
え
た
。
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8/31  井原町ソフトボールリーグ
倉掛－夏目 倉掛－岩野

（8：00～芳井グラウンド）
9/ 6  倉掛少年団育成会・定例会

午後７時～ 倉掛公民館
9/ 7  消防団第３部試運転日
9/ 7  井原町敬老会

（井原小学校体育館）
9/10  サロンあすは絵手紙教室
9/13  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
9/14  井原中学校体育大会
9/20  自治連合会防犯パトロール
9/21～30 秋の交通安全運動
10/ 5  井原市民体育祭
10/ 5  倉掛少年団・倉掛公園清掃
10/18  自治連合会防犯パトロール
10/26  井原町秋まつり
11/ 7～8 倉掛少年団夜警活動
11/ 9  倉掛少年団資源回収

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■アマチュア音楽家として活躍している倉

掛７組の倉橋一郎さんらの懐かしいグルー

プ“ｈｏｎｄｏｌｌｙ ｂａｎｄ”がチャ

ンプルーで昨年１２月、２８年ぶりに仲間

と開いた演奏会のＣＤを発売中。「春」

「風が吹く」「冬」など１０曲が入ってお

り価格は１０００円。

■毎月第四日曜日に行われている井原町ソ

フトボールリーグに参加している倉掛同好

会は今季、４月27日のリーグ戦で１試合を

戦っただけ。５月は運動会、６月は雨で流

れ、７月27日の２試合も少年団キャンプな

どで相手チームの選手が揃わず不戦勝。選

手らは「負けてはいないが何となくスッキ

リしない」。

ぼくのキャンプの一番の思い出は海水浴です。海の水
はしょっぱくて、学校のプールのように泳げませんでし
た。深いところに行くのはけっこうこわかったです。最
後のキャンプで海に行けてよかったです。夜のテントで
はタヌキがたくさん見れておもしろかったです。ぼくの
班はカレー作りで１位になりました。（６年 田原博己）

ぼくは６年生なので最後のキャンプでした。ぼくは
夜、トイレに行くとき、タヌキがいっぱいいたのでびっ
くりしました。しお作り体けんのとき、ふっとうしてい
ると、水がとんであつかったです。できたしおをなめる
とからかったです。水でっぽう作りのとき、ぼくはぞう
きんをきつくかためていれました。水がとんでよかっ
た。（６年 濱田博一）

この３年間で一番楽しかった少年団最後のキャンプ！
でも一番心に残ったのは、倉橋のおじちゃんと川上のお
じちゃんのギターをバックに「羞恥心」を歌ったことで
す。最初は恥ずかしかったけど、歌ったあとは気持ち良
かったです。（６年 渡辺大地）

今年のキャンプは、海ですごく楽しかったです。みん
なで作ったカレーはおいしかったです。でも食べる時間
がすくなかったのであまり食べれなかったのでざんねん
でした。二日目の塩作りや水でっぽう作りはあつかった
けどいいけいけんになりました。（６年 川相直規）

海で泳いだときクラゲがいてびっくりしました。夜、
カレーを作って自分では２班のカレーはなかなかだと思
いました。審査で１班にはまけたけど楽しくできてよか
ったです。キャンプファイヤーで女神をしてちょっとは
ずかしかったです。２日目、塩と水鉄砲を作ったとき、
初めてでなかなかできなかったけど楽しかったです。

（６年 黒崎まどか）

海に入り、みんなでボールの当て合いをしたのが楽し
かったです。夜は班でカレーを作りました。その後、キ
ャンプファイアで出しものをしたりしました。次の日は
塩作り体験をしました。その後、水でっぽうを作りまし
た。その水でっぽうでびしょびしょになるまで遊びまし
た。お昼ご飯は流しそうめんをしました。おいしかった
です。（６年 塚村美咲）

みんなで協力して作ったカレーはとってもおいしかっ
たです。カレーコンテストで１位をとったのがとても思
い出になりました。次の日の塩づくりは、行くまでの山
道は少しきつかったけど、がんばってのぼりました。は
じめて作った竹水でっぽうは作るのが大変だったけど、
おもしろかったです。（６年 横田祐子）

海に入り、クラゲがたくさんいて、その感しょくがい
までも忘れられません。夕食のカレー作りでは班のみん
なと楽しく、ハラハラしながらカレーを作り、意外とお
いしくってビックリしました。夜ねる時、トイレに行く
とタヌキがたくさんいてかわいかったけど少しこわかっ
たです…。６年生らしく４・５年の人をひっぱれてよか
ったです。（６年 小谷百花）

ことしのキャンプは、たのしかったです。
①海にもぐったりしたこと。
②カレーをつくったこと。
③キャンプファイヤーの１パンから４パンのだしものが
おもしろかった。
④テントでねるのがたのしかった。
⑤しおづくりは、ちょっとむずかしかった。けどたのし
かった。おわり。（５年 山岡友紀）

こわかったのはタヌキとクラゲなどです。私はクラゲ
にさされないかなと思って、なかなか沖のほうに行けな
かったです。タヌキは予想外だったし、かわいくなくっ
て、すごくこわかったです。カレーも作るのは楽しかっ
たけど、食べると少しからかったです。だけど、今年の
キャンプも思い出になったので来年にきたいがすごくあ
ります！！（５年 山元菜々美）

キャンプに行って、初めて塩作りを体験したので楽し
かったです。あと、なかなかじょうずに作れなかったけ
ど、水でっぽう作りも楽しかったです。海では、泳ぐの
は楽しかったけど、クラゲがいたので、ちょっといやで
した。それとたぬきを初めて見ました。あと、夜にトイ
レに行くのがこわかったです。だけど、楽しかったで
す。（５年 倉橋友紀恵）

とても楽しみにしていた初めてのキャンプに行きまし
た。海に入ったり竹の水でっぽうを作ったりしました。
一番楽しかったのは塩作り体験でした。塩の味はしょっ
ぱかったけど、おいしい塩ができました。（４年 小川
恭平）

キャンプでカレーを作って最初ぼくはじゃがいもや野
菜のかわをむきました。むずかしくて手がつかれたけど
がんばってぜんぶしました。３人で作ったので時間がか
かりました。でもおいしくできたのでうれしかったで
す。（４年 塚村壮司）

わたしは、かあさんがいなかったのでさみしくて、み
んなをこまらせたけど、竹でっぽうをつくってたのしか
ったです。５年生になったらみんなにめいわくをかけな
いようにしたいとおもいます。タヌキがたくさんいてこ
わかったけど、海でたくさんおよいだのが一番たのしか
ったです！（４年 田原智子）

キャンプは、カレーづくりが一番楽しかったです。テ
ントでねるのははじめてでした。（４年 坂野彩花）

キャンプをするのは３回目だったけど、海のキャンプ
はしたことがありませんでした。海は冷たくて、気持ち
よかったです。２はく３日でキャンプをしてみたいで
す。（４年 文谷 翠）

カレーを作るとき、じゃがいものかわをむきました。
きれいにむけたので、じょうたつしたかなと思いまし
た。（４年 川上大河）

「
朝
食
も
お
い
し
い
よ
」
＝
７
月
27
日

お
父
さ
ん
た
ち
の
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん


